
平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 枚
③
① ％
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

新聞や雑誌等の広告は、ややマンネリ化が否めない。リーニュー
アル後は事業の再検討をおこなう必要がある。

評
価
結
果

不要 　

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

26年度
当初予算額
1,010,000

804,000
1,814,000

3

2,940,000

700

1,814,000

26年度

50
41,000

計画
25

16,000

1,681,039

予算現額 決算額

-4.3%

2.4%

決算増減率

7.9%

1,786,000

98.0%
91.7%

49
41,251

16,000

41,582
50 50

45,000

106.3%

９-２　情報の活用と受け入れ体制の整備

新聞・雑誌・テレビＣＭなどの広告件数

イベントチラシの配布枚数

市民協働の状況

実績
26

17,000

計画

16,000

指　標　名

24年度
決算額
908,000

予算現額

16,000

活
動
指
標

50,000

983,000

25年度

979,311

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ｂ

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

１ 適正である

○新聞・雑誌・TV等への広告掲載を行った。
○雑誌、インターネットサイト等の無料情報掲載媒体への情報提供を行った。
○イベントチラシ・ポスター等を学校や近隣地域の観光施設等に配布した。
○インターネット(ホームページ等)及び電子メールによる情報発信を行った。
○広告については、より効果的・効率的な媒体の選択に努めた。

有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

5,421,000

600

3 3

900

4,754,000

3

5,566,000

-22.2%

-22.2%

②委託料

①事務事業に携わる正規職員数

3,780,0002,520,000

単位

1,641,000

900

3,780,000

3

803,000

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

５　交流と連携によるにぎわい創出

９　観光の振興

②県支出金

④負担金補助及び交付金

①国庫支出金

区　　分

①需用費

支出合計（Ａ） 1,786,000

4,621,039

700

2,940,000

1,786,000
1,786,000

1,786,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

1,641,000

4,306,000

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

成
果
指
標

支
出
内
訳

発信情報(広告、HP、配布物等)で知った入館者の割合

入館者数

③工事請負費

⑤その他

博物館事業の情報を発信することにより、関心を引き、入館者数の増加につなげる。

新聞・雑誌・TV等への広告、イベントチラシ・ポスター等の配布、インターネット(ホームページ等)等による情報発信

県内外の観光客、市民

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市の観光資源の｢蜃気楼｣｢埋没林｣を学べる博物館として、また、それらを全国を発信すべき拠点として、情報の収
集・資料の充実を図りながら、県内外に広くＰＲし、入館者の増加を図る事業

対　   　象

意       図
（成果指標）

1,681,039

計画
25

実績
23

50

1,641,000 1,786,000
803,000733,000

-14.8%

701,728
1,681,039

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

25

単位 24年度

協働している

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

終了年度平成4年度開始年度 当面継続

埋没林博物館埋没林博物館観客誘致事業

観客誘致事業

自治事務

管理係係　   　名

効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり

ソフト事業

983,000

2.4%

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 適正でない

電 話 番 号

会　   　計

款

0.0%

達成率
104.0%

2.4%

1,814,000

項

目

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 件
③
① 人
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない

係　   　名

電 話 番 号

会　   　計

款

項

目

0.0%

達成率
80.0%

-26.4%

179,000
179,000-26.4%

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり

ソフト事業

159,000

終了年度平成15年度開始年度 当面継続

埋没林博物館蜃気楼ネットワーク事業

蜃気楼ネットワーク事業

自治事務

管理係

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

10

30.9%

10,000
154,500

144,500

210,000 179,000
20,000

154,500

計画
10

単位 24年度
実績

8

協働している

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市の観光資源の１つである「蜃気楼」に関する情報の集約、情報交流、発生メカニズムの解明、一般市民への知識の
普及を目指す事業

対　   　象

意       図
（成果指標）

蜃気楼に関する人、情報等の交流を促進し、魚津市民には郷土の地域資源としての蜃気楼に関する理解を深める。

蜃気楼交流会の開催、交流会記録誌の発行
日本蜃気楼協議会と連携した講演会の開催

蜃気楼に何らかのつながりを持つ人、情報及び魚津市民

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

成
果
指
標

支
出
内
訳

聴講者
講演会参加者

③工事請負費

2,254,500

500

2,100,000

233,000
233,000

179,000

74,000

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他
支出合計（Ａ） 233,000
①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

単位

210,000
210,000

62,000

①事務事業に携わる正規職員数

1,512,0001,260,000

1,493,000

360

1,512,000

3

1,722,000

300

3

38.9%

実施主体の適正化
負担割合の適正化

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度
コスト効率

38.9%

○日本蜃気楼協議会と連携し第10回蜃気楼交流会（特別講演会、研究発表会）を開催した。
○特別講演会、研究発表会の内容を記録した「第10回蜃気楼交流会記録誌」を発行・配布した。

１ 適正である

　

179,000

3

360

1,859,000

3

1,691,000

２ 普通
２ 検討の余地あり有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ｂ

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

159,000

50
100

指　標　名

24年度
決算額
148,000

予算現額

100

活
動
指
標

100.0%

31-３　博物館の充実

研究発表件数
記録誌配付件数

市民協働の状況

実績
8

100

計画

100 100

106
27 50

100
27
28

54.0%
28.0%

25年度

154,500

予算現額 決算額

-83.9%

-26.4%

決算増減率

-2.4%

26年度

50
100

計画
10

100

3

1,680,000

400

26年度
当初予算額

159,000

20,000
179,000

２ 検討の余地あり

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

市の単独予算では限界があるので、今後はシンポジウム等の補助
事業として実施する必要がある。

評
価
結
果

不要

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

参加者も多く、青少年の科学する心の育みに貢献している。

評
価
結
果

不要 　

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

26年度
当初予算額

100,000

110,000
210,000

3

2,100,000

56,000

500

210,000

26年度

120

計画
6

81,785

予算現額 決算額

-100.0%

-36.5%

決算増減率

6.2%

24,000
59,000

71.0%142160 200

31-３　博物館の充実

ふれあい学習会開催回数

市民協働の状況

実績
10

計画指　標　名

24年度
決算額

77,000
予算現額

活
動
指
標

82,000

25年度

81,785

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

１ 適正である

○ふれあい学習会を合計10回開催した。
○「ダンボールで作る蜃気楼」「魚津の石でアクセサリーづくり」など郷土の自然に関連付けたオリジナル企画を盛り込んだ。

有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

2,141,000

500

3 3

480

2,310,000

3

2,099,000

45.8%

45.8%

②委託料

①事務事業に携わる正規職員数

2,016,0002,100,000

単位

125,000

480

2,016,000

3

107,000

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金

①国庫支出金

区　　分

①需用費

支出合計（Ａ） 189,000

3,021,785

700

2,940,000

189,000

16,00040,000
149,000

83,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

109,000

2,289,000

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

成
果
指
標

支
出
内
訳

学習会延べ参加人数

③工事請負費

⑤その他

魚津市の自然に興味を持ち、接する機会を持ってもらう。

「ふれあい学習会」を開催

魚津市民、魚津市の自然に興味のある人（市民以外を含む）

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要
主として魚津市民に対し、郷土の自然とふれあいを通して、その重要性や意義への理解を深めることを目的として講
座を主催する。

対　   　象

意       図
（成果指標）

69,185
-21.3%

計画
10

実績
12

200

125,000 83,000
48,000

41.1%

81,785

12,600

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

10

単位 24年度

協働している

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

終了年度平成5年度開始年度 当面継続

埋没林博物館埋没林博物館教室事業

博物館教室事業

自治事務

管理係係　   　名

効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり

ソフト事業

83,000

-34.6%

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 適正でない

電 話 番 号

会　   　計

款

0.0%

達成率
100.0%

-34.6%

154,000

項

目

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① 件
② 件
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない

係　   　名

電 話 番 号

会　   　計

款

項

目

0.0%

達成率
74.0%

-51.3%

977,000
977,000-51.3%

0.0%

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり

ソフト事業

457,586
657,610

33,000

終了年度平成4年度開始年度 当面継続

埋没林博物館埋没林博物館調査研究事業

調査研究・展示事業

自治事務

管理係

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

50

-29.3%

222,980

33,000
690,390

1,386,517

440,147

33,000

2,845,000 1,852,586
704,390

1,386,517

計画
50

単位 24年度
実績

25

協働している

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市内の自然（植物、地質、気象等）を調査研究、記録し、展示や教育普及活動にできる形にして公開し、資料や情報
を後世へ伝える。

対　   　象

意       図
（成果指標）

調査研究、資料収集等により現況を明らかにし、展示・教育普及等の事業に活用できるようにする。

魚津市内の自然史資料に関する調査、研究、資料収集。報告書、印刷物、展示、講演等による調査研究成果の周知
先進地視察研修　県東部地域のジオパークに係る活動に対する助成

魚津市及び関連地域の自然

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

成
果
指
標

支
出
内
訳

新規収集資料数（画像ファイル等のデータ等２次資料を含む）

報告書・出版物・外部執筆・講師派遣等件数

③工事請負費

4,326,517

700

2,940,000

3,250,000
3,250,000

1,852,586

2,639,000

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他
支出合計（Ａ） 3,250,000
①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

単位

2,845,000
2,845,000

2,292,000
33,000

①事務事業に携わる正規職員数

3,276,0002,520,000

5,770,000

780

3,276,000

3

6,121,000

600

3

-10.3%

実施主体の適正化
負担割合の適正化

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度
コスト効率

-10.3%

○魚津市の植物に関する調査研究
○魚津市の地質・地学分野に関する調査研究
○各種講座等への講師派遣
○広報誌等の執筆、編集、発行

１ 適正である

　

1,852,586

3

780

3,917,000

3

5,128,586

２ 普通
２ 検討の余地あり有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

578,000

800
25

指　標　名

24年度
決算額
520,000

予算現額

活
動
指
標

31-３　博物館の充実

野外調査等回数

市民協働の状況

実績
37

計画

15
1,100 800

30
1,300

31
162.5%
103.3%

25年度

1,386,517

予算現額 決算額

-69.9%

-51.3%

決算増減率

-15.4%

26年度

33,000

1,000
30

計画
50

3

2,940,000

700

26年度
当初予算額

644,000

300,000
977,000

２ 検討の余地あり

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

純粋に調査研究の予算はほとんどないので、外部資金の積極的導
入を検討する必要がある。

評
価
結
果

不要

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 日
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

スタッフの人員数、展示会場など課題が多いが、リニューアルに
よって会場問題は解消されるので、あとはスタッフの育成、人員
数の確保に努めたい。

評
価
結
果

不要 　

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

26年度
当初予算額

150,000

150,000

3

3,360,000

800

150,000

26年度

41,000

計画
2

260

314,414

予算現額 決算額

-100.0%

-45.4%

決算増減率

109.6%

314,414

91.7%41,251

300

41,582 45,000

120.0%

31-３　博物館の充実

展示企画開催件数
企画展開催日数

市民協働の状況

実績
3

360

計画

341

指　標　名

450,000

24年度
決算額
150,000
409,000

予算現額

300

活
動
指
標

133,000

25年度

314,414

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

１ 適正である

○「蜃気楼写真展」（5/1～7/31）の企画、開催
○「しましま展」（8/1～12/28）の企画、製作、開催
○「魚津ナチュラルギャラリー14」（1/2～4/30）の企画、製作、開催
○組立型のパネルを導入し展示に立体感を持たせ、実物展示を増やす等教育効果を高めた

有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

3,936,000

400

3 3

400

3,510,000

3

1,994,414

0.0%

0.0%

②委託料

①事務事業に携わる正規職員数

1,680,0001,680,000

単位

576,000

800

3,360,000

3

17,000

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金

①国庫支出金

区　　分

①需用費

支出合計（Ａ） 600,000

3,674,414

800

3,360,000

600,000
600,000

314,414

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

576,000

2,280,000

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

成
果
指
標

支
出
内
訳

企画展示期間入館者数

③工事請負費

⑤その他

展示を企画・製作し、利用者の観覧に供する。

企画展「しましま展」、「魚津ナチュラルギャラリー」、「蜃気楼写真展」を実施

常設展示・企画展示内容及び展示物、魚津市民及び入館者

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要 調査研究の成果をもとに展示を発案・作成し、知識や情報を親しみやすい形で市民及び博物館利用者に提供する。

対　   　象

意       図
（成果指標）

314,414

計画
3

実績
3

50,000

576,000 314,414
17,000

-6.6%

314,414

-100.0%

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

3

単位 24年度

協働している

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

終了年度平成4年度開始年度 当面継続

埋没林博物館埋没林博物館展示事業

調査研究・展示事業

自治事務

管理係係　   　名

効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり

ソフト事業

314,414

-45.4%

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 適正でない

電 話 番 号

会　   　計

款

0.0%

達成率
100.0%

-45.4%

150,000

項

目

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① ｍ
②
③
① 箇所
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない

係　   　名

電 話 番 号

会　   　計

款

項

目

達成率
75.1%

477,000
953,000

476,000

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

効  率  性 Ｂ

２ 検討の余地あり

ソフト事業

476,000

14,000
754,000

終了年度平成25年度開始年度 平成27年度

埋没林博物館魚津埋没林埋蔵分布調査事業

魚津埋没林埋蔵分布調査事業

自治事務

管理係

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

1,400

754,000

128,920
896,720

13,800

0 952,000
184,000

420,720

計画単位 24年度
実績

協働になじまない

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要 特別天然記念物指定地内及び周辺に埋蔵される埋没林を非破壊的手法で探査する。

対　   　象

意       図
（成果指標）

探査により分布情報を把握する。得られたデータは埋没林包蔵地の保全、文化財の教育普及等に活用する。

地中レーダー探査、電気探査等を委託により実施する

博物館敷地及び周辺に埋蔵された埋没林

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

成
果
指
標

支
出
内
訳

埋没林の可能性のある反応数

③工事請負費

3,836,720

700

2,940,000

0 952,000

476,000

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他
支出合計（Ａ） 0
①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

単位

0
①事務事業に携わる正規職員数

2,940,0000

0

0

0

実施主体の適正化
負担割合の適正化

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度
コスト効率

○富山大学に委託し、埋没林博物館敷地内及び周辺での地中レーダー探査、電気探査を実施した。
○調査検討委員会を2回開催し、調査の手法、方向性等について検討した。

１ 適正である

　

476,000

3

700

3,893,000

3

3,892,000

２ 普通
２ 検討の余地あり有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

指　標　名

24年度
決算額予算現額

活
動
指
標

31-３　博物館の充実

探査測線延長

市民協働の状況

実績
1,051

計画

10 10 100.0%

25年度

896,720

予算現額 決算額 決算増減率

26年度

10

計画
1,400

3

2,940,000

700

26年度
当初予算額

22,000
918,000

13,000
953,000

２ 検討の余地あり

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

初年度で地中の埋没樹根の輪郭をとらえることに成功したので、
今年度は範囲を広げた探査を実施する必要がある。

評
価
結
果

不要

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① 件
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

2名の学芸員は日常業務やリニューアルに多忙を極めているが、本
人の資質向上のためと魚津市の基礎資料となるので無理を承知で
実施している。ここ数年が資料収集のヤマとなるので、サポート
体制の充実を図りたい。

評
価
結
果

不要 　

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

26年度
当初予算額

200,000

150,000
350,000

3

2,520,000

600

350,000

26年度

1,000

計画
50

229,153

予算現額 決算額 決算増減率

280,000

162.5%1,3001,100 800

33-２　地域の歴史や文化の保存・継承

野外調査等回数

市民協働の状況

実績
37

計画指　標　名

24年度
決算額予算現額

活
動
指
標

25年度

136,228

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

１ 適正である

○魚津市の植物に関する調査
○魚津市の地質・地学分野に関する調査
○標本、データ等の整理

有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

0

3

600

2,870,000

3

2,800,000

②委託料

①事務事業に携わる正規職員数

2,520,0000

単位

0

0

基本目標４　人と文化を育むまち

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興

33　文化の振興

②県支出金

④負担金補助及び交付金

①国庫支出金

区　　分

①需用費

支出合計（Ａ） 0

2,749,153

600

2,520,000

0 280,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 0

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

成
果
指
標

支
出
内
訳

新規収集資料数（画像ファイル等のデータ等２次資料を含む）

③工事請負費

⑤その他

調査により得られた標本、文献、情報等を整理保管し、市史自然編編纂の基礎データを整える

野外調査、文献調査等を実施し、標本、文献、情報等を収集する

魚津市の植物、地質等

手       段
（活動指標）

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要 魚津市史自然編編纂の基礎データとするため、市内の植物、地質に関する調査等を行う

対　   　象

意       図
（成果指標）

229,153

計画
50

実績
25

800

0 280,000
140,000 92,925

229,153

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

50

単位 24年度

協働している

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

終了年度平成25年度開始年度 平成29年度

埋没林博物館市史編纂植物・地質調査事業

市史編纂植物・地質調査事業

自治事務

管理係係　   　名

効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり

ソフト事業

140,000

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 適正でない

電 話 番 号

会　   　計

款

達成率
74.0%

350,000

項

目

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり


